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日本測地系から世界測地系への移行に伴う構内座標の変更について

岡山大学津島地区および鹿田地区では従来、日

本測地系による国土座標第V座標系に基づいて構

内座標を独自に設定 していた。その後、2002年 4

月 1日 に改正された測量法の施行に伴い、2003年

度以降に作成する報告書・槻報に使用する国土座

標について、日本測地系から世界測地系へと変更

している・ )。

この新たな構内座標は、世界測地系による国土座標第V座標系に基づいている。変更においては、従来の構内

の区割 りを踏襲するために津島地区と鹿田地区における原点の位置を移動せず、その数値を日本測地系から世界

測地系へと変更 した。原点の位置を従来と同じ位置に設定 しているため、構内座標による区割 りはこれまでのも

のと地図上では大きな飢締は生 じない。

津島地区の原点に関しては、これまで原点を日本測地系による座標 (X=-144,500.0000m、 Y=-37,000.0000

m)と していたが、世界測地系による座標 (X=-144,156.4617m、 Y=-37,246.7496m)に 変更 した。鹿田

地区について も、原点を日本測地系 による座標 (X=-149,800.0000m、 Y=-37,400.0000m)と していた

が、新たに世界測地系による座標 (X=-149,456.3718m、 Y=-37,646.7700m)を採用 した。

区割 りの間隔や呼称方法については、従来のものを踏美 している。津島地区については国土座標系の座標北を

基軸に、一辺50mの 間隔で、東西 。南北に方形の区割 りを行つた。これは、本地区の地割 りが南北・東西方向

にほぼ合致することと、岡山市街地にのこる条里制の地割 りが正方位となる状況に対応 したものである。座標軸

の名称は原点を基準に、東西線に関 して北から南へ AA～ BGラ イン、南北線について東から西へ00～ 48ラ イン

としている。50m四方のグリッド名については、東西・南北方向の軸線の名称を組み合わせた北東隅の交点の

名称を用いている。したがつて、原点は AA00と なり、その他の交点についてもAW03、 AZ05、 …となる。鹿

田地区については、原点を起点 として座標軸をN-15° 一Eに振つたものを基軸 とし、一辺 5mの方形区画に

よって地区割 りを行つている。座標軸の名称は原点を基準に、東西線について北から南へ AA～ DMラ イン、南

北線について東から西へ00～ 80ラ インとしている。 5m四方のグリッド名については、津島地区と同様 に北東

隅の交点の名称を用いている。 (光本 順 )

言主

(1)2003年 度に刊行された報告書のうち、『津島同大遺跡13』 (岡 山大学構内遺跡発掘調査報告第18冊 )については、従来の日本測地

系による国土座標を使用 している。

編

表15 新旧構内座標の対照

旧原点 (日 本測地系) 新原点 (世界測地系)

島

区

津

地

X=-144,500.0000m
Y=-37,000.0000m

X=-144,156.4617m
Y=-37,246.7496m

田

区

屁

地

X=-149,800.0000m
Y三 -37,400.0000m

X=-149,456.3718m
Y=-37,646.7700m
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岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要項

1.岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの内部規程

い)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程

昭和62年 11月 26日 岡山大学規程第48号

改正 平5 2 25 規程4号

平 7 3 31 規程19号

平12 3 31 規程38号

(設置 )

第1条  岡山大学 (以下「本学」という。)に岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以 下「センター」という。)を置く。

(目 白0)

第2条 センターは、本学の敦地内の埋蔵文化財について、次の各号に掲げる業務を行い、もつて埋蔵文化財の保護を図る

ことを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。

二 発掘された埋蔵文化財の整理および保存に関すること。

三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。

四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項。

(自 己評価等)

第 2条の2 センターは、同山大学学則 (平成 6年 岡山大学規程第64号)第 2条の定めるところにより、センターに係る点

検及び評価 (以下「自己評価Jと いう。)を 行い、その結果を公表する。

2 前項の自己評価については、本学の職員以外の者による検証を受けるよう努めるものとする。

3 第 1項の自己評価を行うため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「自己評価委員会」とい

う。)を 置く。

4 自己評価委員会に関し、必要な事項は、別に定める。

(教育研究等の状況の公表)

第2条 の3 センターは、教育研究及び組織運営の状況等について、定期的に公表する。

(セ ンター長)

第3条  センターにセンター長を置く。

2 センター長は、専門的知識を有する本学の専任教授のうちから学長が命ずる。

3 センター長は、センターに関する業務を掌理する。

4 センター長の任期は、2年 とし、再任を妨げない。

(調査研究室)

第4条  センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。

2 調査研究室に室長、調査研究員及びその他必要な職員を置く。

3 室長は、専門的知識を有する本学の専任教官のうちから学長が命ずる。

4 室長は、センター長の命を受け、センターの業務を処理する。

5 室長の任期は2年 とし、再任を妨げない。

6 調査研究員及びその他の職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。

(調査研究専門委員)

第 5条 センターに、センターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため、調査研究専門委員 (以

下「専門委員」という。)を 置く。

2 専門委員は、本学の専任教官のうちから学長が命ずる。

3 専門委員の任期は、2年 とし、再任を妨げない。

(管理運営の基本方針等)

第 6条  センターの管理運営の方針等は、岡山大学部局長会で審議する。

(運営委員会)

第 7条 センターに、センターの連営に関する具体的な事項を審議するため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員
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会 (以下「運営委員会」という。)を 置く。

2 運営委員会に関し、必要な事項は別に定める。

(事務)

第 8条  センターの事務は、施設部企画課において処理する。

(雑則)

第 9条  この規貝1に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、学長が別に定める。

附 則

1 この規程は、昭和62年 11月 26日 から施行する。

2 この規程施行後最初に任命されるセンター長。室長及び専門委員の任期は、第 3条 4項、第4条第 5項及び第 5条第 3項

の規程にかかわらず、昭和64年 3月 31日 までとする。

附 則

この規程は、平成 5年 5月 25日 から施行する。

附 則

この規程は、平成 7年 4月 1日 から施行する。

附 則

この規則は、平成12年 4月 1日 から施行する。

(2)岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会規程

昭和62年 11月 26日 岡山大学規程第50号

改正 平12.3.31規程93号

(題旨)

第 1条  この規程は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規則 (昭和62年岡山大学規程第48号 )第 7条第 2頂の規程に基づ

き、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に関し、必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 運営委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という)の運営に関する具体的な事項を審

議する。

(組織)

第 3条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)

二 本学の教授のうちから学長の命じた者若干名

三 センターの調査研究専門委員のうちから学長の命じた者 1人

四 センターの調査研究室長

五 施設部長

2 前項第 2号の委員の任期は、 1年 とし、再任を妨げない。

(委員長)

第4条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは、委員会以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(庶務)

第 6条 運営委員会の庶務は、施設部企画課において処理する。

附 則

1 この規程は、昭和62年■月26日 から施行する。

2 この規程施行後最初に任命される第 3章 第 1項第 2号の委員の任期は、同条第 2項の規程にかかわらず、昭和64年 3月 31

日までとする。

附 則

この規程は、平成12年 4月 1日 から施行する。
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(3)岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会規程

平成 5年 2月 25日 岡山大学規程第 5号

改正 平12.3.31 規程94号

(趣 旨)

第 1条  この規程は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (昭和62年岡山大学規程第48号 )第 2条の 2第 4項の規程に基づ

き、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「委員会Jと いう。)の組織および運営に関し、必要な事

項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)に係わる点検及び評価の実施並びに

その結果の公表に関し、必要な事項を審議する。

(組織)

第 3条 委員会は、次の各号に掲げる者で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長Jと いう。)

三 埋蔵文化財調査研究センター調査研究室長

三 センターに勤務する教官のうちから若干名

四 埋蔵文化財調査研究センター運営委員会委員のうちからセンター長が委嘱した者若干名

五 施設部長

3 前項に定める委員のほか、センター長が必要と認めた者を加えることができる。

(委員長)

第 4条 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

(会議)

第 5条 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

2 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

(庶務)

第 6条 委員会の庶務は、施設部企画課において処理する。

(雑則)

第 7条  この規程に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、別に定める。

附 則

この規程は、平成 5年 2月 25日 から施行する。

附 則

この規程は、平成12年 4月 1日 から施行する。

2002年度埋蔵文化財調査研究センター組織

センター組織一覧

(埋蔵文化財調査研究センター長)

(併・文学部教授)稲田孝司

運営委員会

(調査研究専門委員〉

(大学院自然科学研究科)千葉 喬三

勝紀

陽子

(文学部助教授) 今津

(環境理工学部教授)  沖

(調査研究室長)

(専 。文学部助教授)山本悦世

(調査研究員〉

(専 ・文学部助手) 岩崎志保、忽那敬三、高田浩司、野崎貴博、光本 順、横田美香

(技術補佐員)伴 祐子

(補助員)井口三智子、片山純子、黒藪美代子

２

　

↓
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(2)運営委員会

委員

センター長         稲田孝司        大学院自然科学研究科教授     千葉喬三(調査研究専F耳委員)

文学部教授         新納 泉        大学院自然科学研究科教授     柴田次夫

文学部教授         久野4笏義        埋蔵文化財調査研究センター助教授 山本悦世 (調査研究室長)

大学院医歯学総合研究科教授 村上宅郎        事務局              森内壽一

環境理工学部教授      名合宏之

3。 2002年度審議 。決定事項

2002年 4月 15日  教員の個人評価に係わる評価基準について

平成13年度決算について

年報について

平成14年度事業計画について

津島岡大遺跡第27次 (五十周年記念館)調査概要

岡山大学考古資料展示室について

2002年 ■月26日 助手の再任について

平成14年度予算について

構内発掘調査概要報告

2003年 1月 21日  平成15年度予算案について

平成16年度概算要求について

中期目標・中期計画について

運営委員会委員の任期について

4.岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

平成12年 5月 15日

埋蔵文化財調査研究センター長

施   設   部   長

I 請 負 業 者 が 留 意 す べ き事 項

1.請負業者は現場代理人を発掘作業の現場に常駐させ、作業員の安全と健康の管理につとめること。

2.発掘作業の現場に「地山掘削」と「土止め支保正」の技能講習修了者をおき、作業員の安全や健康にも注意する

こと。

3.工事用電力の保安責任者をおくこと。

4.非常停止装置を備えたベル トコンベアーを用いること。

5。 重機の運転は、免許所有者がおこなうよう厳守させること①

Ⅱ 発掘現場で注意すべき事項

1 服装・装備・用具等

1)安全で機能的な服装にする。

2)平坦面から2m以上の穴等を掘削する場合は、ヘルメットを着用する。

3)ベルトコンベアーの移動時および周辺での作業の際には、ヘルメットを着用する。

4)グラインダーを使用する際は、手袋・防護限鏡を着用する。

5)ス コップ・草削りなどの用具は、危険がないように使用方法や置き方や保管方法に十分注意する。

2 掘削
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1)の り面の角度

造成上:通常の上壌の場合は50～ 60度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。砂地の造

成土の場合は35度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。

堆積土:基本75度 とし、状況や土質に応じて安全な角度をとる。

発掘区の壁際を深さ1.5m以上掘削する場合は、原則として途中で段を設ける。その場合の段の中

は、60cm以上とする。

2)の り面の保護

のり面はシー ト等で覆うなどし、崩落防止のために必要な保護措置をとる。

3)深い遺構 (深 さ1.5m以上の遺構)

遺構掘削者以外の者が上面で安全確認を行い、十分な注意を払う。場合によっては周囲を広 くカットして対応す

る。

なお、作業現場内への昇降のために、階段を設置する。

3 高所 (高 さ2m以上の場所)での作業

1)作業中には安全帯を使用する。

2)架台を組んだ場合は最上段に手すりを設け、安全を確保する。

3)2段以上の梨台は、分解して移動させる。

4 発掘用機械類の操作

(ベルトコンベアー・ポンプ等)

1)調査用電源の設置と取扱いについては、工事用電力の保安責任者が安全確認を行う。

2)ベ ルトコンベアー・水中ポンプ等の知識を持つ者が整備・稼働させる。

3)ベ ルトコンベアーを重ねたつなぎ日の部分には、なるべく上が落ちないような措置をする。

4)原 則としてベルトコンベアーの直下での作業・通行を避ける。

5)ベ ルトコンベアーの移動時は作業員の中で指揮者を決め、周辺の安全性を確保したうえで移動させる。

(重機関係)

1)重機の免許所有者以外は運転しない。

2)運転者は、周囲の安全に注意する。

3)稼働中は、重機の旋回半径内に立ち入らない。

5 健康管理

1)作業中に体調が悪 くなった場合は直ちに申し出る。

Ⅲ その他
1)作業現場内の状況の変化に絶えず注意し、異常を発見したら、直ちに作業を中止して現場代理人に報告 し、施設

部の監督職員の指示を受ける。

2)調査区の状況や遺構などの特殊性・重要性等により、上記の2の 1)～ 3)どおりに発掘作業を実施することが

困難な場合は、現場代理人が監督職員と協議のうえ、安全に留意し作業を行う。

-64-



付   表

付  表

文 献

1 光永真 一 「岡山大学医学部附属病院動物実施設新菅工事に伴 う排水管付設■事に伴 う立会調査」 F司 止1県 埋蔵文化財報告』13 1983 岡山県教育委員会
2 河小 清  「岡山大学医学部附属病院外来診療棟改築に伴 う確認調査」 F岡 山県埋蔵文化財報告』13 1983 岡山県教育委員会
3 告留秀餃  『岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 1集  1985 岡止大学埋蔵文化財調査室

付表 2 2001年 度以前の構内主要調査 (1983～ 2001年度)

付表 1 1982年度以前の構内主要調査 (1980～ 1982年度)

年度 遺跡名調査地区宅 不こ類 所属 調 査 名 称 調 査 組 織
同査 面 瑞

(lNl)

文
献 備 考

1980 鹿 田 立会 歯 同附属病院棟新営 Fl山 市教育委員会 8

198ユ

滞島南 BD26 酎康 寄宿舎新営

rr島 北 文法 合併処理槽施設

津膨北 文法経 合併処J■槽施設

津島南 BD09 BC09
～ 11

基幹整備 (共 同溝取付 )

津 島南 BD～ BE04ヽ
07 陸上競技場改修 (配水管施設 )

「.t田 医病 高気
「

■治療室新営

動物実験棟新営 岡止1県教育委員会
試掘調査をせず破残存壁面等の調

査

病理解剖体腋器処理保管庫新営 岡山市教育委員会

医 運動場改修

1982

津 島 AV06 10AW
05 14AX08、 BD07BE
10

試掘 排水基幹整備 津 島 AW14区 で弥生時代 包含層

確認、脇 IIA

小桁 法 慨黒 津 島北
AW14 発 掘 法文 排水集中槽 (NP-1)埋 設 同山大学 3 〈津島岡大第 1次調査 >

津島南 試掘 学生 武道館新菅 岡山市教育委員会 23

辞島ゴヒ AY15 16 法経 校舎新宮 70

鹿 田 医 標本保存革新営 岡山県教育委員会

医病 外来診療棟新営 ク岡I」市教育委員会 2

立 会 医 動物実験施設関連排水管 ガス管埋設 岡山県教育委員会 1

鹿 円 AEヽ AN22AE22
～26

二四 電話ケーブル埋設
ク岡山市教育委員会

岡山大学埋蔵文化財調査室

付表 2-(1)発 掘調査

合

号

総

番 年度 番 号 遺跡名 調 査 地 区 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間 雌
耐

概 要 文献

2
1983

1984
9 鹿 田 AU～ BD28ヽ 40 医 病

外来診療棟新営
(鹿 田第 1次調査〉

83727ヽ 1122
8419ヽ831

2188
殊生時代 中期後半～中 近世集落

址
7

3 鹿田 BGヽ B■ 8～ 21 医病
NMR CT室 新営
く鹿田第2次調査〉

8381～ 1230 弥生時代後期ヽ中世集落 7

1983 津島南
BE14 18BF17
18BG14BH14 15

閣反
排水管埋設
〈津島岡大第2次調査〉

8419ヽ 35 弥生時代早 前期集落址 4

洋島南 西
反

合併処理槽埋設
〈津島岡大第2次調査)

831114ヽ 1122
8419ヽ 35 弥生時代 早 前期集落4[ 4

1986 1 鹿 田

CNヽ CU27 28
CTヽ CY19ヽ 27

CX～ DD16ヽ 25

DD～ DG22 23

医 煙 校舎新営 (鹿田第3次調査〉 8662～ 1129 2390 古代ヽ中世の集落址

1986 2 津島北 AV00A都「00 01 学 生
男子学生寮新営
〈津島岡大第3次調査〉

86121～ 87618、
824～ 95

縄文時代後期～弥生時代 早期の河

道、弥生時代の集落址 水H址、

古代 ヽ近代の水田址

1986 3 津島南 BF BC09 学生
屋内運動場新営
〈津島岡大第4次調査〉

87119ヽ 122 弥生時代前期の溝、中世河道 6

1987 2 鹿 田 8B～ B■35～ 42 医病 管理棟新営 (鹿岡第5次調査〉
87106～ 8832

323～ 331
弥生時代中期後半ヽ中 近世の集

落址

3 鹿 田
DD～ DF25DG～
D127 28 医短

校舎周辺の配管
く鹿田第 4次調査〉

87112ヽ 1121 古代 の河道

1988 I 津島北
AY06～ 08

AZ06 07 大 自
自然科学研究科棟
〈津島岡大第5次調査〉

88627～ 89319 1537

縄文時代後期 弥生時代早期の貯

蔵穴 と河道 弥生時代ヽ近世の水
田lIト

27
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合

号

総

番
年 度 番 号 遺跡 名 調 査 地 II 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 耐

耐
概 要 文献

1988 2 津島北 AV AW04 05 I
生物応用工学科棟
〈津島岡大第6次調査〉

88920ヽ 89531 600

縄文時代後期 弥生時代早期の貯

蔵穴と河道 弥生時代 ～近世の水

田址

1988 3 津島北 AV AW05 06 工
情報工学fB校舎

(津 島岡大第 7次調査〉
881012ヽ 89331 縄文後期 弥生時代早期集洛lt、

弥生時代ヽ近世水田址

津島北 AY AZ08 大 自
自然科学研究利棟
〈津島岡大第5次調査)

9043ヽ421 占墳時代後期の満

2 鹿 田 BWヽ CC67～ 71
アイツ トープ総合センター

(鹿 田第 6次調査)

弥生～古墳時代の溝 土壌、鎌倉

時代の溝 井戸 建物群

2 津島南 BD18 19 遺伝子実験施設
(津島岡大第3次調査A地点〉

91723ヽ 1225 縄文時代 の上壊 土器  石器他

弥生 1寺代 ヽ近 世の溝等

3 津鳥南 BH13 削
辰

(合 併処理槽)

(津島岡大第8次調査B地点〉
91723～ 122 弥生土器 石器他 、古代 ヽ近世水

田

1992 1 津島北 AUヽ AW04 [
生体機能応用工学科棟
(津島岡大第9次調査〉

9271～ 93129 650

縄文時代後期 弥生時代早期の貯

蔵穴と河道 弥生時代 ヽ近世の水

田丸L

歩

銘
2 津島南 BB～ BC10～ 11 保

保健管理センター

(津島岡大第10次調査 )

9321ヽ 331、

4 17ヽ 731

;ホ生時代後期土残等、弥生～古墳

時代井戸 土墳、占墳 時代 住居

址、近世耕地 野壺ほか

64

115 1993 2 i辛島Jヒ AV～ AWll～ 12
総合情報処理センター

(津島岡大第悧次調査 )

93914～ 941ロ
縄文後期～弥生前期竪穴状遺構、

孫生中期水円Jr、 古墳時代水田址

ほか

〕 津島北 AV～ AW13～ 1彎 図 図書館 (津島岡大第12次調査〉
9429～ 331、

41～ 1130

縄文時代土坑、弥生時代～古墳時

代構水凹畦1に 、古代滞 吐畔、中

l■ttほ か
％

９９
2 i=島ゴヒ AヽV～ AXllヽ 12 季

福利厚生施設北棟
(津島岡大第13次調査〉

94106～ 1130、

95710ヽ 104
縄文時代後期 ビッ ト、弥生時代水

田、弥生ヽ古墳時代滞、近代耕作面
41

1995 2 津島南 BBヽ BC12 13 事
福利厚生施設南棟

(津 島岡大第14次調査 )

951025～ 214 弥生時代の水日、弥生～占墳時代
の澁、土坑

3 津島北 AヽV00 0」

サテライトベンチャービジネスラ
ボラトリー新営
(津島岡大遺跡第15次調査〉

96116～ 425 1600

縄文後期の貯蔵穴 竪穴住居 炉
ピット 1と 坑 河道 弥生早期の貯

蔵穴 河道 弥生時代の水田 灘

38

153 1996 2 i辛鳥南 BD19ヽ 20 群
薬

動物実験棟新営
(津島岡大遺跡第16次調査〉

9657ヽ 15

A地点 :縄文時代 と占墳時代の上

坑。 B地点 :中 世の溝、古代の柱

穴列、弥生時代の水用

154 1996 3 津鳥Jヒ AW02～ 04 環
素境理工学部新営
(津島岡大遺跡第17次調査〉

96521～ 19 145]

純文時代後期の住居上L ビッ ト

ifl 土坑、弥生時代のi静 水田、

古代の水田

173 1997 1 三 朝
実験研究棟新営その他工事 本体
工事部分 (福 呂遺跡第 1次調査 )

97510～ 520、

728～ 31
269

縄文時代早期 弥生時代中期 中

近世包含唇 遺構確認。

174 1997 3 三 朝 国
実験研究棟新骨その他工事スロー

プ部分調査 (福 呂遺跡第 2次調査〉
97■ 25～ 125 120

世

認

近

陣
中世 古代の包含媛 遺構

4 1 鹿 El
BR 55ヽ BX 61
BY56～ 57区

医
基礎医学棟新営
(鹿 田遺跡第7次調査〉

98227～ 86 829

古墳時代初頭の住居 掘立柱建物

等、中世の溝 ピッ ト群 井戸、

近世の水田 溝を確認。中JL猿形

木製品出上。

505〔

1998 2 津島南 事

福利施設 (南 )新営に伴 うポンプ

槽取設工事に伴 う調査

(津島岡大遺跡第18次調査〉
9847ヽ410 16 占代の滸状遺構

1998 3 津島北 AZ09 10 埋

コラボレーションセンター新甘に

伴 う調査

(津島岡大遺跡第19次調査〉

98727～ 99218
組文後期追構、弥生前期の河道、

古墳時代の滞群、中世溝、近性道

路状遺構 溝

1998 4 麗 出 BP～ BS30～ 32 医 病
RI治療室新営に伴う調査
(鹿田遺跡第8次調査〉

98728ヽ 91 古墳時代溝 中世溝 53

1998 5 1辛島Jヒ AY07 環

校舎 (I期 )新営に伴 うポンプ楷

取設工事に伴 う調査

(津 島岡大第20次調査〉

981019～ 28 16 黒色上上面溝、ピ ノト、中世溝

1998 6 津島北 AX09 :[
エ レベーター設置に伴 う調査

(津 島岡大遺跡第21次調査 )

98116～ 24

縄文時代中期土坑、弥生時代 早期
ヽ前期溝、占代土坑 溝確認。縄

文後期石包丁状石器 1点 出土。

7 鹿田

CD33～ 37

CF28～ 37

C」 20～ 37

CL25～ 37

ＣＥ

ＣＣ

ＣＫ
医 病

病棟新営に伴う調査
〈鹿出遺跡第9次調査〉

)81127ヽ 99511 2088

弥生時代水田畦畔 滞、古代耕作

痕、中世溝 井戸 桂穴群 土媛

墓、近世溝 井戸 土坑を確認。

墨書のある杭 呪符木簡出土。

1998

1999
8 津島北 AW02 03 環

校舎 (1期 )新営に伴う調査
(津島岡大遺跡第22次調査〉

9931ヽ 712 773 5

縄文後期河道 上坑  ビット群、

弥生時代河道 水田畦畔、古墳時

代溝、古代 溝 水 田則と畔、中世

溝、近世溝 土坑 を確認

1999 3 鹿 lg
CD CE10～ 12、

DD～ DF16ヽ 22
隆

共同澁設置に伴う調査
(鹿 田遺跡第10次調査〉

9957ヽ 991014 244 ]

ヒューム管 高圧マ ンホール

PCボ ックスカルバー ト地点では

古代の杭列、到達立坑部分では弥

生 ピット、近世溝。

4 鹿 円 CD～ CM19～ 42 医病
病棟新営に伴う調査
(鹿田遺跡第¬次調査〉

99819～ 1222 2020
弥生時代水田吐畔、古代池状逮構、

中世～近世濤 井戸 ピット41等確認

212 5 津島北 AZ15 BA14 文法

経

総合校舎新営に伴う調査
(津島岡大遺跡第23次調査〉

0023～ 728 1339

縄文後期河道 杭列 、弥生前期 1可

道 堰 溝 、弥生 中期 ヽ古墳 1士

ピッ ト、中 世～近世満
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付  表

〈
口
肖〓

総

番
年度 番号 遺跡名 調 査 地 区 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間 膊

ｍ
概 要 文献

2000 2 鹿 田

CO― CV 35-44、
CN  CM 38～
41、 CN28～ 38

医
エネルギーセンター新営工事に伴
う調査 〈鹿田遺跡第12次調査)

00102～ 0105] 1897

調査面積 18971n。 弥生時代溝 河

道、古峻 時代 土坑 溝、中世 井

戸 柱穴辞 溝、近世土坑 滞

5661

3 津島北 AZ14 難
経

総合研究棟波り廊千建設に伴う調
査 〈津島岡大遺跡第24次調査〉

00125～ 14 34 2
調査面積34211。 縫文後期河道

杭列

267 2000 4 津島北 BA15 農
農学部散水施設設置工事に伴う調
査〈津島岡大遺跡第25次調査〉

01129～ 31 20 0
調 査 面 積200ド。中世～近 世 の

溝 杭

274 2000 5 津鳥南 BC～ BD14～ 15 事
事務局本部棟新古に伴う調査
〈津島岡大遺跡第26次調査〉

01326ヽ 01930 1550

調査面積1550証。近陛の堰。紀文
～弥生 時代 の河 道 昨蔵 穴 土

坑 炉跡

2001 2 辞島南 BB～ BC14～ 15

倉1立五十周年記念館新営に伴 う調

査

(津島岡大遺跡第27次調査〉

0221～ 03624 1648

調査面積1648汗 。近 世の l■畔、占

墳時代の滞、弥生時代の畦畔、縄

文時代後期の炉跡、縄文時代中期

の上器

付表 2-(2)試掘・確認調査

〈
日
０▼

総

呑
年 度 呑号 遺跡 名 調 査 地 区 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度 造成上厚 概 要 文 献

4 1983 1 津島南 BH13 合併処理楷予定地 25 弥生時代前期土器片〈83年 度発掘 〉 1

5 1983 2 津島南 BF17 農 排水管 中間ポ ンプ槽予定地 35 1

8 1983 3 津島南

BE～ BG14BE
BH15BE18
BF16～ 18

苗
辰 排水管埋設予定地 20

29箇 所で試掘。弥生時代前期土器

片 く83年度発掘 〉
1

11 津島北 AW05 I 枚舎新営予定地 1 土器六出土

12 983 5 津島南 BC BD15 事 大学事務局新営予定地 20～30 土器岩出土

13 6 津島南 BB10 保 保健管理センター新営予定地 20～30 08 溝検出

14 983 4 津島前 BF22 23 農 農場畜舎新営予定地 20～ 30 06 土器片出土 (1987年 度 工事立会〉

15 983 7 津島南 耳 津 島結合新営予定地20 土器片出土 (1987年 度 I事立会 〉

21 984 1 鹿 田 BU30 31 医病 西病棟北倒受水 lia予 定地 14 05～ 07 中世土器 包合層確認く盛土保存 〉 2

1984 2 随 IR
CT CU25CZ
19  20  23  24

医短 医療短期大学部校合新営予定地 27 08～ 10 中L 古代の遺物出土 〈ユ鋸6年度

発掘調査 〉
2

1985 3 津島北 AV AW99～ 01 学生 男子学生寮新首予定地 20～ 30 1
縄 文 時 代～中 世 の 遺 構 遺 物

(1986年 度発掘調査 〉
5

985 2 津島北 AX02 教 育 6Jf究棟予定地 26～ 34 12 縄文～弥生時代土器出土 5

985 ユ 津島南 BE08 教養 講義棟予定地 1 2 遺構 造物未確認(1986年 度工事立会 ) 5

1985 4 脆 田
A」33 A140
AJ AK26 医病

外来診療棟環境整lPm工事に先立つ

範囲確認調査
22～30 09～ 14 弥生時代ヽ中世の遺物 5

1986 3 津島南 BF BC09 学 化 屋内運動場新営予定地 24 1 2～ 17 11
弥生時代 前期溝 中 世河道検 出

く1986年 度発掘調査〉
6

37 1986 4 津島北 AY AZ07 大自
自然 科 学 研 究 科 棟 新 宮 予 定 地

く1988年度発掘調査 〉
16～ 32 06～ 08 縄文時代中期末～後期の還構 遺

物 (1988年 度発掘調査 〉
6

1987 4 土 生 AP02 事 外国人宿舎建設予定地 22ヽ 28 近陛 弥生時代 縄文時代の透構

面確認
8

1987 5 津島北 AVll 情 総合情報処理センター新営予定地 20～30 2
黒 色土 を標 高22m前 後 で確 認

〈1993年度発掘調査 〉
8

1987 津島北 AY09 理
身体障害者用エ レベーター建設予

定地
30～ 35 約 10 近 LT 中世の遺物 中世 古代の

水田JIfく 継続 して発掘調査に及ぶ〉
8

1987 7 津島南 BD09 数養
身体障害者用エ レベーター建設予

定地
07

縄 文時代上境辞 を確 認縄文 中

世 近世土器出土 〈継続 して発棚

調査に及ぶ〉

8

1988 17 津島北 AX04 06AW04 :E 校舎建設予定地 20～ 35
黒色土 を標 高 3m弱 で確 認。溝

状遺構 水田tuL検出縄文～近世土

器出土 〈1988年 〉

11

1988 津島南 BD18 19 農薬
動物実験飼育施設及び遺伝子実験

施設
11～ 12 黒色土 を標高約23mで 確認溝状

造構 縄文ヽ中陛遺物検出
11

1988 津島 lFI BC29 事 回際交流会館 25
近世 中世の遺物出上 (1988年 度

工事立会〉
11

77 1989 3 津島北 AZ17 大 自 合併処理槽設置予定地 16～ 20 中 世～明 治 の 水 日 の 畦 ml潜
くユ鋸9年度工事立会〉

14

1989 4 津島南 BD02 学 生 学生合宿所予定地 20～32 ユ
弥生時代早 前期の畦畔 (1銘9年

度工事立会〉

1989 2 津島南 AZ BA05 教 育 身体障害者用エ レベーター 25 08
縄文時代後弥生時代 早期の落込

み、縄文時代 後期ヽ中 世上器片

〈小規模発掘、面積385耐 〉

14

1989 5 津島北 AV AW13 図 図書館新営予定地 14～ 16 古代水田、弥七～占代の澁 く1993
ヽ19餡年度発掘調査 〉

14

1990 3 津鳥南 BC02 学生 学生合宿所ポンプ4曹予定地 11 弥生時代前期畦畔、中世土器片 18

4 ゴ数地レ 資 生 資源生物 41学研究所遺跡確認調全 07 中世後 半以降の上器片

1990 5 鹿 田 BY BZ68 ア ア イツ トープ総合セ ンター予定地 12ヽ 13 中世土師質土器など (1990 91
年度発掘調査〉

1990 6 津島北 AW AXll 事 福利厚生施設予定地 14～ 16 弥生～古墳時代の溝、中世上器小

片
18
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総

番 年度 番号 遺跡名 調 査 地 区 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度 造成上厚 概 要 文伏

1993 3 津島南 BEヽ BF 22ヽ 23 山
晨 農学部汎用ll地実験実習施設 15 中～近世耕土

1994 3 津島南 BD20 農 薬 動物実験施設 20
GL-14mで 黒色土、縄文土器一

点出土

津島南 BE26 事 国際交流会館新営予定地 41 24
造成上以下、明治 近世 「停世 と思

われる土層確認。以下は湿地状。出

土遺物なし。遺権は明治の畝のみ。

1995 5 津島北 AヽV02 03 環 環境 l■工学部新営 24 12
標高32mで 黒色土上面。弥生時

代の滞状遺構検出。

150 1995 6 津島南 BF07 学 ボクシング部ボックス移殷 30 3

標高25mで 黒色土確認。弥生～

古墳時代の溝 2条、古代滞 1条確

認。

1997 6 三朝 固
実験研究棟新営工事に伴 う試掘訓

査
166～ 21 08

TPlで は-14mで シル ト質の

唇。以下砂層がラミナ状に堆積。

TP2で は弥生 近 世の 2枚 の黒

色層を確認。

「D0

177 1997 8 鹿 田 BT57 医 基礎医学棟 鹿出第 7次調査関連 22 中世 弥生時代の包含層を確認。

9 津島北 AZ09 理
コラボレーションセンター新営に

伴 う試掘 pll査
27～ 34 13

標高27mで 黒色上。弥生前期の

河道、弥生時代以降の滸確認。

と94 1998 10 津島北 AW02 03 環 校舎 (Ⅱ 期)新営に伴 う訓査 45 12
21mで 黒色土。古代～古境時代
の滞確認

1998 ll 鹿団

CF CG43 44、
CH 25  26、 CK
35 36、 CK15

医病 病棟新営に伴 う調査 20ヽ 24 10

4箇所。中性 2面、近世のj豊梼面

を確認。中世段階は遺構密度が高
い可能性。古墳時代以前について

は希薄か ?

53

1998 12 雪敷地区 雖
研

イヾオ実験棟新営工事に伴 う調査 15 04 近世干拓地内、遺14未確認 53

13 津島北 AW04 工 システムエ学科棟新営に伴 う調査 28 10
８ｍ
認

工

確

で黒色上、縄文後期の遺構

14 津島北
AU02 ∝ 06、

AV03 事 遺跡保護区整備に伴 う調査 24～ 38 08～ 16
TPl、 3、 5は 微高地状、TP2、 4

は低湿地状、TPlで 弥生溝、TP3
で弥生溝 ピッ ト、TP4で 中世海。

1999 6 津島北 AZ15 BA14 文法

経
総合校舎新営に伴 う調査 ①27、 ②35 008

②l l

①標高22mで黒色土、以下礫混
じり砂層=微高地状、②標高19
mで黒色土近似層、以下河道状
のナヒ積確認

1999 津島北 AV08 工 「じ波十1・ 室新営に伴 う調査 12 02 現表土以 下、基盤 となる岩盤旧 箭

2000 6 津島北
AV00、 AX00、 02、

03、 AZ06、 AW08
縄文～弥生時代における環境復元
に伴 う調査

26ヽ 32 17～ 09 6箇所掘削、縄文 弥生時代の微

高地、古代滞を確認

2000 7 津島北
倉1立五十周年記念館新営に伴 う訓

査
2

造成土厚08m。 標高21mで 黒色

土を確認。

付表 2-(3)立 会調査

合

号

総

番 年 度 番号 遺跡名 調 査 地 区 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

遣 成上厚

(m)
概 宴 文 献

1 1983 13 東山 教 育 附属中学校新営 40～ 50 シル ト層 中 1

6 1983 23 鹿囲 AOヽ AIV22 医 病 外来診療棟ネ気配管埋設 13
弥生時代後期土器 分銅形土製

品、貝集積
1

1984 20 津 島南 B115ヽ 17 事 南宿舎合併処理楷 F/R係 配水管埋設 10～ 22 10 溝 土墳検出 弥生土器 須恵器 2

1985 6 鹿 田
AW～ BH23BH
B124

医病 タト来診療棟F/8係 歴外排水管埋設 l 3～ 」7 07ヽ 13 中世 弥Jiの遺構 造物を維認。 5

1985 12 鹿団 AG31AC24AF23 医 病
基幹環境整備緑化工事 電気配線
ハンドホール掘削

ユ 2～ 1 7 09～ 13 中世包含層 ピ ット 5

1986 12 津島南 BE08 09 教 養 校舎新菅 23 13 中近世の溝 土器。 6

1986 津島南 BG08 学 生 ン ドボールコー ト新設 02～ 20 08 黒色土確認 6

1986 24 鹿田
CLヽ CR 12 CR～
CX13CX～ DA14 医短 護浮及び四障工事 2 08～ 10 中世包含層 6

1986 津島南 BF07 08 教 養 校舎新営に伴 う電気配管 09 中世包合唇 6

1987 8 距 田 BC37 医病 管理棟新営に伴 う基礎杭確認 25 弥生時代包含唇 遺構確認。 8

1988 17 津島南 BG10 11 教養 テニスコー ト夜 間照明rt設 15
黒色上 を表 L下 約 2mで 確認。

両に向かう落ちを推定。
11

‐
4 1989 8 津島北 AZ08 入自 自然科学研究科棟新首 工事用道路 1 4 弥生時代後期水円 溝確認。 14

75 1989 10 津島北 AU05 丁 校合新営に伴 う電柱架設 10 黒色土確認 14

1989 廃 旧
CE30 37 44C」
CK45C L28 29 医病

旧管理棟跡地環境整備 外灯基礎

掘削
12～ 15 07～ 10 中世層を確認。 14

1990 津 島北 AVl14～ 10 事
岡山市道 1本 mT津島束線拡幅に伴 う

補償工事 I 屯柱移設
04～ 30 1 4

5筒所。黒色上層、条里滸。(1989

年度試掘調査済〉

1990 津島北
BC02～ 04BD03
04

事

岡山市道本IT津島束線拡幅に伴 う

補償工事 I 学生合宿所給排水管
設置

23 12 GL-23mで 黒色土確認。 18

199] 9 津島南 BC18 口
遅 防火用水撤去 基盤層 まで掘削。石鏃出 七 2ユ

199] 17 津島南 BB16 事
津島地区基幹整備 (電 気)ハ ンド
ホール アース板

17ヽ 18 明治婚～淡灰色格上層 21
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総
番 年度 番号 遺跡名 調 査 地 区 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 皮

(m)

造成土厚

(m)
概 要 文献

1991 津島北 BD15 事
津島地区基幹整備 (電気)アース

板埋設
17 10 GL-15mで 黒色土上面

1991 津島南 8C BE BF12 事 南北道路街灯設置 3ケ 所。CL-14mで 古代属確認

1992 津島南 BD18 19 遺 遺伝子実験施設ハンドホール設置 07～ 15
8ケ 所のうちユ箇所のデータ有効。

GL-075m～ -1 lmで明治層上

面 縄文後期層 まで、溝 2条検出

1992 鹿 田

BU65BU～ BC 66

BC 67～ 72 BW
CA71

アイツ トープセ ンター集水枡
ヒューム皆設置

l 4～ 1 5
Cと -09mで 明治層上面、中世浦

1条

1992 津島北 AV12 事 附属図書館北側駐車場整備 3 17 造成 と以下粘上層

1992 随 出 C173 医 テニスコー ト脇電柱埋設 古代土器 1点

1993 津島南 BB～ BC 10～ 12 保
保健管理センター新営に伴 う外構

工事ほか 電気配線
06～ 07

明治唇以 下保健管理センター本調

査 と同 じ層序、黒褐色土は-115
～17m、 その直下に基盤曙

津島北 BA07 票
津島地区基幹整備 RI共 同利用

施設排水処理施設他設置

明治ヽ中世層暗褐色土層確認古代

満 ?、 縄文晩期 ?土器片

1993 岸島南 BD～BE13 手
津島地区環境整備南北道路治水路

ボックスカルバー ト敷設
明治層 、中世 ～近世婚 を確認

1993 9-4 津島南 BB05～ 07BC05 学生
野球場バ ックネット 防球ネット

改修
20～ 32 GL-12～ 20m伺 近 で黒色上 を

確認 ;以下は黄色砂～青灰色粘土

1993 津島南 BB～ BG 12-13 事 津島地区環境整備水銀灯設置 05～ 12 と0ケ 所。近世～中世層 まで掘削。
一部で暗褐色上境を確認

30

171( 津島南 保
保健管理センター新営に伴 う旧棟

改修 電気配線
1 1 08 明治曜、弥生土器片 30

津島南 BD～ BE12 13 事 津島地区環境整備信号機設置
明治耳以下、近 lrか ら中世層、一

部で暗褐色土層。
30

5 鹿 田 DH60～ 62 医 護岸改 4多工 3・ r 15
造成上以下明治 近世 ?層 各一

層、以下はすべて遣樽埋土の可能

性あ り。溝 3粂、ピット9確認。

33

9 津島南
BD  BE  BF 04
～07

事 陸 上競技場照明灯設置 2 0 96

H軍 明 ポ ー
'レ

(径80cm、 深 さ10

m)オ ー ガー掘 削。CL-192～
200mで黒色土確認。

1994 13 津島北
AV 10 AW 10
AUll

総合情報処理センター新笛電気工

事

明治 1面 、近世 2面、中世 (近 世

か ?)1面 。近 世 溝 確 認。CL―
17で 黒色土確認。

1994 津島南 Ш辰 焼却場 22 GL-19mで 黒色土確 認。

1995 11 鹿 田 BF17 医病
随円地区基幹整備附属病院連絡通

路新設
15

造成上以下茶褐色土、青灰色帖質

土幡、遺物な し

1995 14 鹿隅 CD07 08 医病
庇田地区基幹整備液酸 タンク設置

工事

中 世遺 梅 面 2面 確 認。溝 3条 確

認。中世基盤層が しつか りしてい

る。溝内から中世 古代の土師器

出土。

17 鹿 田 CC CD08～ 10 医 病
鹿田地区基幹整備附属病院液駿 タ

ンクU字滞埋設工事
1 23

包含層確認。中 性の土器細 片採

取。既設管、基礎などで遺存訂∫分

は区間全長の 1/2程 度

llt田 DF56ヽ 67 医 防球ネ ット取設工事 3

径60cmを 12箇所。 4衝 所で土器

片、石器の採取あ り。調査区西寄

りは、GL-2m以 下力引日河道か。

152 1996 4 津島南 BC18 牌
英

動物実験棟新営に伴 う造成上取 り 黒色上彊付近まで掘削

1996 5 津島南 BD16～ 19 経
某

動物実験棟新営に伴 うハン ドホー

ル設置工事
13 4箇所。造成土以 下 5樗確認

1996 12 津島北

AV02、 AV03、 AV
04、 AV99、 AW
02、 AW04

サテライトベンチャービジネスラ
ボラトリー新古外灯設置工事

10～ 15 )76～ 11
6箇 所。明 治 層 2面 、近 世 層 2

面、中世層 ?1面 、弥生層 ?1面
確認

1996 13 津島北 AV03～ AW03 サテライトベンチャービジネスラ
ボラトリー新皆排 配管設置工事

2 0 95
弥生時代の層まで掘削。古墳時代

前期の遺構 造物確認

164 1996 1辛 島耳ヒ AW03 環
環境理工学部新営予定地電柱移設

工事
2 黒色

=と
まで掘 削 44

1996 津 島北 AV13 図 附属図壽館新営雨水桝 外構工事 13 10 造成土以下、青灰色粘質土、黄掲

色粘箕上、灰褐色粘質上を確認
44

1997 9 三朝 固 実験研究棟新営に伴 う擁壁部分 05
斜面部分に トレンチ 3箇所。地山

確認。

10 三朝 固
実験研究棟新営に伴 う根伐工事部

分
15

GL-15mで 包含悟確認。弥生土

器片採集。

1997 11
=朝

□
実験研究棟新営に伴 う本体 工事部

分
20～ 25 工事範囲内未調査の うちに 1/2

掘削済。壁面で遺構確認。

津島南 BB13～ BH13 事 南北道路ガス管埋設工事 15 中世層 まで掘削。

三朝 固
実験研究椋新菅に伴 う電気埋殻管

路工事
10

10で 中世層。包含唇 は束に向カ

い上面 レベルが上昇。

183 19 津島南 事 南北道路ガス管埋設工事 15 中世の粘上婚検出。

134 24 津島南 BC12 事
福利厚生施設新営に伴 う共同消新

設工事
20 08

GL-165mで 黒 色 土 確 認。近
ll 中世 古代、古代の1苺確認。

185 東山 教
教育学部附属小 中学校他岡障改

修工事
12 0 79 GL-1 lmで 水田確認。滞 1条 c

199 1998 15 津 島北 BA09 事 構内外灯 設置工事 1 47 10 CL-142mで 黒色土上面
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番 年皮 番号 造跡名 調 査 地 区 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度 造 lk土厚 概 要 文献

200 1998 津島北 AZ09、 BA09 理
コラボレーションセンター支障配

管布設替工事
14 10 14mで 黒色土上面

1998 津島南 妻 南福利街灯設置工事 14 中世層 まで掘削

202 1998 津島北 AX03ヽ AY06 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 12ヽ 14 065ヽ
0 95

中世層 まで掘削

1998 津島南 BC10 事
学生会館改修に伴 う トラップ桝撤

去工事

GL-17mま で仄 褐 色粘 土 層、

22mま で青灰色粘土層

20珀 1998 津島北 BA00 事 NTT電 柱移設工事 15 造成土以下、掲色系粘質土 認

205 1998 鹿 田 BV73 CN78 医 校舎新営に伴 う仮設電柱工事 12 中世壇 まで掘削

1998 津島北 AX03～ AY07 環 実験排水管埋設工事 14 06～ 14
9地 点の うち 5地 点で 中世層 ま

で、 2地点で古代層、 1地点で古

噴時代層 まで掘削

1998 津島北 AU02、 AW02 環 馬場移設に伴 う樹木移植 11～ 13 20mで 弥生 後期属、22mで 縄

文基VL‐層 まで掘削

1998 1幸鳥封ヒ AV03、 AW03 環
校舎新営に伴 う生活J,水桝設置I
事

1 97
古墳時代層 まで掘肖1、 須恵 土師

器片採集。

1998 津島北 AW03 環 校舎新営に伴 うガス管理設工事 10 中世層 まで掘削

1999 8 津島北 施 悔内外灯設置工事 115ヽ 135 05ヽ 12 28箇所。うち 3箇所で黒色土確認。

1999 10 津島北 AヽV0203 環
校舎 (1期 )新 営 に伴 う生 活 llt

水 実験排水桝
08ヽ 15 ■8ヽ 12 15箇所。 うち 1箇所で中世層 まで

掘削
56

12 津島北 AZ08 09 理
コラボレーションセンター新営工

事に伴 うハン ドホール
148～ 2] 03～ 1〕

2箇所。うち 1箇所で古墳時代層

まで掘削
56

1999 13 津島北 A IIT02 環
校舎 (Ⅱ 期)新営に伴 うスロープ

設置工事
35 12

面積251nl。 黒色上 下面を精査

代土坑、古代溝、縄文後期ピ

確認

近

ト

1999 15 鹿田 BV65～ 7] 医 研究棟新営に伴 う給排水桝 管 12～ 14 09 中世層 まで掘削

220 1999 鹿 田 BU65 医 研究棟新営に伴 う検水槽 22 1 1
面 積821n。 近 LI滞、中 世 溝
ピ ット確認

1999 鹿 田
BY 42ヽ 44、  BI
43  44

医病 基幹整備 (電 気設備)地 中配管 125ヽ 145 045～ 0〔
中世層 まで掘削、時期不明の遺構

埋土確認

222 1999 鹿 田

CF21ヽ 28、 CF～
CL28、 CD～ CF28
～33

医病 病棟新営に伴 う共同油解体 17
面積18111、 鹿田11事調査 3区南側

部分で中性ピット確認

223 1999 津鳥 AZ09 理
コラボレーションセンター新営 t

伴 う排水桝
10～ 12 08～ 10 6箇所。うち 1箇所で黒色土対応

層 まで掘削

1999 鹿田
CN46、 CW46、 DA
46

医病 病棟新営に伴 う汚水 Itl 23 12
古墳 時代井戸 1基 、土坑 ユ基 、中

世溝等の遺構確認

1999 鹿 □

CM CN CP CR
CT58、 CV DA
DC DD DF59

医 グラウン ド防球 ネッ トポール 20～ 23
11箇所。南から6箇所は,可道状、

7-10衝 所は微高地状、最北端で

は河道状

226 1999 鹿田 BT5] 医病 病棟新営に伴 う汚水検水 Tbl 2 1
造成土以下 7悟 確認、古墳時代層

まで掘削

2000 10 鹿 日 CW～ DA32～ 43 医病 病棟新菅![事 ―保育施設改修― 07～ 095 07
既掘工事内、GL-07mで 明治期

の 包 含 層、黄 褐 色 粘 質 土 (上

層 )、 暗灰色粘質 ヒ (下 層 )

61

2000 と2 津島北 AX03、 AZ02 環
映境IP工学部 (Ⅱ 期)新営工事、
ヒマラヤスギ移植

06～ 07 GL-05mで 灰色粘質上、橙褐色

土を検出
61

2000 13 鹿岡

AE30、 AE35、 AE
～AH42～ 44、 AE
48

医病 医病外構水銀灯新設i工事 ! 0～ 1 1 05～ 10 4箇所掘削、うち2箇所は造成土

直下に白灰色砂質上が堆積

15 津島北 AU07
」Phone中国株式会社 津島 自動

車 携帯電話基地局ボーリング接

地工事 建柱工事施 正

27 精密応用工学科の西側、地山

234 2000 14 鹿日 AF46 医
天然ガス切替に伴 う配管切 り離 し

及びバルブ設置工事
13～ 15 10～ 11 造成土下に灰掲色粘質土屠を確認

236 津島北 8A12 事 津島地区電柱工事 16
造成上下に灰色粘質土、暗茶褐色

粘質土曜確認

2000 津島北 AX02、 AV03 環
岡山大学環境理工学部校 舎 (Ⅱ

期)新営工事
07 造成上下 に灰褐色粘質上 を確認

242 2000 津島北 AY09 理
岡山大学 (理)校舎改修工事―理

学部本館基礎補強工事―
13

造成上下に暗青灰色粘質土、黄褐

色粘質土、灰色粘質上が
'佐

楢

2000 鹿 田 医
岡山大学 (医病)病棟新営その他
工事 (管 路 雨水桝 )

溝と思われる遺梅など確認

2000 津島北 AY10、 AZ10 理
岡山大学 (IP)校 舎改修機lt設備
工事 (電気 )

085～ 160 08～ 11
南倒ハンドホールは CL-16mまで

掘 削 し、GL-152mで 中 世 溝 桧

出、南束から北西方向に向かってた

鹿 田

CN 15、 22、 27、

C036、  43、  CS
45、 CV45

医 電柱 及び外灯 の埋設工事 16
灰白色土層、淡褐色砂質土層、1言

褐色砂質土層を確認、いずれもし

まり良 く微高地付近と思われる

250 2000 鹿田 D」 27 医
医学をhガ ス配管切 り離 し用バルブ

取付工事
08ヽ 115

GL-07mで 暗青灰色粘質土、―

085mで黄灰色粘質土確認

262 随 田 DGヽ D」 28ヽ 67 医病 鹿田団地南側用水路境界擁壁改修 21ヽ 23 13～ 15 120mに わたって壁面観察を行予

FXH化 、古代の河道、遣構を確認

266 2000 津島北 AW08、 AX08 工
岡山大学 (■ )精密「LN用 化学科棟

都市ガス改修工事
16～ 205 1 45

GL-145mで 暗 青 褐 色 粘 質 土

(明 治耕土)、 GL-182mで 明灰

褐色粘土 (中 世層 ?)確認

-70-



付  表

合

号

総

呑 年 度 番号 遺跡名 調 査 地 区 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度 造成上厚 概 要 文献

269 2000 辞島北 BA15、 16 総合研究棟仮設電柱建柱工事 15～ 17 10
GL-14mで 中性層 ?陸軍庭 回の

築山、土塁 を一部Ji削
61

4 津島北 AZ10 理 理学部校舎改修電気設備工事 16 10～ 12 ドホール部分で中世の溝

11 津島南 BB～ BC16 事 本部棟電柱設置工事 15～ 21 12～ 14
CL-14mで 灰 色粘上 で、GL―
21mま で灰色粘上。谷部 にあた

る可能性あ り

13 津島南 事 本部棟汚水桝取設工事 1

GL-06mで 灰色粘質上、以下黄

褐色粘質上、灰掲色粘質土、灰黄掲

色粘質上、マ ンガンを含む褐色土。
津島南 BB BC13 事 本部棟車庫移設工事 05～ 16 10 中世層 まで掘削

津島南 BB BC14 事 本部棟樹木移植 09～ 16 〕65～ 0〔

12箇 所掘肖」、 うち 1ケ Pl子 で CL―
14mで 灰色粘質土屠 (古代)を
確認

辞島南 事
本部棟車庫移設工事に伴 う十日変電

室基礎解体工事
085ヽ 105 45～07

12箇所掘削。造成上厚045ヽ 075
m。 造成上以下 4層 を確認。中世

層 まで掘削

鹿 日

BR～ CA43 CA43
～55 CA44～ CL
45 BRヽ CA55

笑
一

総合教育hll究棟埋蔵文化財発掘調
査に伴 う機 llt設 置工事

07～ 09 中世層 まで掘削、中性の土器が多

数出上 した地点あ り

付表 3 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要

所属 種類
地   区 術教 (1箱 :約 30リ ットル) 備 考

文献調 査 名 称 総 数 土 器 石 器 木器
ヤ

種 子
Ⅲ

その他 サンプル 主要時期 特殊遺物

医病 発掘
庇田第 1次調査

(外来診療棟 )

493 155 1
弥生中期ヽ中 近世 短甲状 櫂状木

器等
7

距田第 2次調査 (NMR CT室 ) 118 9 剪 4 弥生後期～中世、田舟 木簡等
医 短 廃田第 3次調査 (校舎 ) 1316 03 03 5 古代～中世

鹿岡第 4次調査 (配管 ) 2 1 古代 、鹿 角製品

医病 廃円第 5次調査 (管 理棟 ) 87 25 弥生後期 ～中 近世 24

ア
鹿田 6次 FIE奄

(ア イツ トープ総合センター)

05 1 中世、青銅製椀

医 鹿圏第 7次調査 基礎医学棟 ) 1 4 弥生 ヽ近 世 53
兵

一
HE岡 第 8次調査 RI治 療棟 ) 8 弥生 ヽ近世 53

医病 鹿田第 9茨調査 病棟 ) 120 1 96 01 13 9 2 弥生ヽ近 陛、本簡 3点 56
医病 鹿田第10次調査 共同満 ) 2 2 古代ヽ近世 56
医fFl 鹿 田第11次調査 病棟 Ⅱ期 ) 陶 4 2 2 弥生ヽ近世、本簡 1点 56

医
F●L田 第12次調査
(エ ネルギーセンター)

77 1 「D4 15 弥生ヽ近世、櫛

医
鹿田第13次調査

(総合教育研究林 )

254 5 弥生 ヽ近世、土器溜 ま り

全
津島岡大第 1次調査

(NP-1) 5 05 05 4 弥生中期～古代

回辰
津島岡大第 2次調査

(農 学部合併処理槽 配管 )

175 12 15 4 縄文晩期～弥生前期 4

学 生
津島岡大第 3次調査

(男 子学II寮
)

15 2 10
縄 文後期～弥生、古代～近世 石製揺

輪、蛇頭状上器片
19

津島岡大第 4次調査

(屋 内運動場 )

1 1
縄文晩期～弥生前期 〈試掘調査遺物を

含む〉
6

大自
津島岡大第 5次調査

(大 学院自然科学研究科棟 )

3 1 8 2
縄文後期～弥生、古代～近世耳栓 木
製櫛 (It文 )

工
津島岡大第 6次調査

(生物応用工学科棟 )

1 9 縄文後期ヽ近世、人形木器、アンペラ

工 発 掘 津島岡大第 7次調査 (情 報工学科棟 ) 31 5 10 1 縄文後期ヽ近世

全
津島岡大第 8次調査

(遺 伝子実験施設)

115 05 1 縄文後期～近世

工
津島岡大第 9次調査

(生体機能応用工学科 )

505 3 縄 文後期 ヽ近世

全
津島岡大第10次訓査

(保 lP管理センター )

84 5 10 弥生前期～近世

津島同大第H次調査

(総 合情報処里センター)

55 3 2 縄文後期ヽ近世

津島岡大第12次調査

(図 書館 )

24 ユ 10 縄文後期ヽ近世

津鳥岡大第13次調査

(福 利厚生施設 北 )

12 5 05 縄文後期 古墳前期 中世

津島岡大第14女調査

(福 利厚生施設 南 )

13 12
1 弥生～古墳

津鳥岡大第15次調査 (サ テライトベ
ンチャービジネスラボラトリー

)

13 10 24
縄文後期 晩期 弥生ヽ中世 アンペ

-71-



所 属 種類
猟ユ  IL 楠数 (1箱 :約 30リ ットル ) 術 考 文献

調 査 名 称 総 数 土 器 石 器 木器 ' 種子
｀

その他 サンプル・ 主要時期 特殊遺物
民 楽 津島岡大第16次調査 (動 物実験棟 ) 03 縄文後期 弥生 ヽ中世

環
津島岡大第17次訓奄

(環境理工学部校舎 I期 )

61 3 12 縄文後期 ～近世

全 津島問大第18次調査(南 福利ポンプ柑 ) 1 ユ 紀文後期～近性

津島岡大第19次調査

(コ ラボレーションセンター )

1 4 2 14 縄文後期ヽ近世

環
津島岡大第20次調査

(環境理工学部ポンプ槽 )

ユ ユ 縄文後期 ヽ近 ll

工
津島岡大第21次調査

(工 学を[エ レベーター )

7 5 2 組文中期ヽ近世

環
津鳥岡大第22次調査

(環境理工学部校舎 Ⅱ期 )

2 3 3 縄文後期～近世、古代堰部材、曲げ物

文法経 津島岡大第23次調査 (総合研究棟 ) 1 2 5 紀文後期ヽ近世、石棒

文法ホそ
津島岡人第24次調査

(総 合研究棟渡 り廊下 )

21 1 01 1 縄文後期ヽ近世 61

由
戻 辞島FTl大 第25次調査(農 学部散水施設) 03 01 02 中 近世 61

軍
津島同大追跡第26次 調査

(事務局本部棟 )
5 縄文後期～近世 6]

津島岡大遺跡第27次 調査

(創 立五十周年記念館 )

15 1 縄文中期 ～近世

I 津島岡大遺跡第28次調査

(自 然科学系総合研究棟 )

17 15 2 縄文後期ヽ近 ll

競
真

津島岡大遺跡第29次調査

(農 学部共同満 )

2ユ 2 01 縄文後期ヽ近世

国 福呂追跡第 1次調査 (実 験研究棟 ) 9 8 I 紀 文早期  弥生中期  中世

回
福呂道跡第 2次調査

(実 験研究棟スローブ)

21 2 01 中世 ヽ近世

医 病
試掘

確認
鹿出 駐車場 休 Ĺヽ 中 LH 5

学 生 津島北 男子学生寮 1 07 08 It文後期～弥生前期

教育 研究棟

大 向 自然科学研究科椋 1 1 縄文後期～弥生前期 6

事 津島 外国人宿舎 (土 生 ) 1 ユ 縄文 ヽ中世

理 津島Jヒ  身障者用エ レベー ター 中 近世

教 養 i辛島南 07 07 率電文 中 世

[ II島 北 校舎 I 1 縄文 ヽ近 世 11

畏 楽 洋島南 動物 遺伝子実験施設 07 07 縄文～弥生、中 近世

津島南 国際交流会館 中 性

大 自 津鳥北 合併処理槽 02 02 中 近 1性

学 生 津島南 学生合宿所 02 02 中 世

教 育
試掘

l lL認
津島北 身障者用エ レベーター 03 糸電文

図 図書館 古墳ヽ中世

学 生 津島南 学生合宿所ポンプ槽 04 04 紐文 ヽ中世

資 生 倉 敷 資源生物科学研究所 01 近 Ltr

鹿 円 アイツ トープ総 合セ ンター I 1 中世～近世

事 津島北 福利厚生施設 0 弥生 ?ヽ 中世

農 津島南 動物実験施設 0 0 縄文 ?～ 近 L
環 津勇北 環境理工 Ⅱ期 0

工 津島北 システムエ学科様 0 0

全 立 会 83年度 2 2 分銅形土製品 1

84年度 1 1 2

85年度 1 1 3

86年度 05 6

87年度 05 05 8

分布 89年度三朝 本島 03 14

金 立 会 91年度92年度 03 21  25

93年度 94年 度 95年 度 96年度
97年度 98年 度 99年度

00年度 3 3

02年度 85 25 6 弥生早期、中世、礎石

総箱数 2691 9 1882 3 67 1 450 2 15 1 252 2

*木器 種子 サンプルについては、資料整理が進むにつれ、特に収容形態が変化するため、箱数の変化が顕著であることを断ってお く。
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付  表

付表 4 埋蔵文化財調査室刊行物

呑号 名 /1・行 年 月 日

岡山大学帖内遺跡調査研究年報 1 1983年 皮 ユ鋸 5年 2月

同山大学構内遺跡調査研究年報 2 1984年 度 19R54i R月

3 同止1大学津 島地区ガヽ橋法 目黒 j貴 跡 (AW14区 )の企桐調芥  岡 也大学構内曽跡奈lF調 杏報告第 1禁 1 9RttFE氏  日

1986年 3月

岡山大学構内遺 PllN調 査研究年報 3 1985年 度 鉄 7年 3 月

9R7/1■ i∩ 日

付表 5 埋蔵文化財調査研究センター刊行物

名 称 発行年月 日

7 鹿円遺跡 I 岡山大学惟内遺跡発 lFt調査報告第 3円 l 1988年 3月

岡とJ入学構肉造 lll訓盃研究年報 5 1987年 度 988年 10月

9 岡 111大 学埋蔵 文化財調呑研究セ ンター報第 1号 1988年 10月

0 鹿田道跡 Ⅱ 岡山大学構内追跡発掘調査報告第 4冊 1990年 3月
11 岡十日大学櫛 内遺跡調査研究年報 6 1988年 度 1989年 10月

12 岡山大学埋蔵文化財調否研究セ ンター報第 2号 1989年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター孝k第 3号 1990年 2月
14 岡 日大 r,構 FNl遺 跡調査研究年報 7 1989年 度 990年 H月

岡山大学埋蔵文イヒ財調合研生セ ンター報 第 4号 990年 7月

岡山大学埋蔵文化列調査研究センター報第 5号 991年 3月
17 1刊 II大 学埋蔵文イヒ粥訂司査研究セ ンター辛院第 6ち 991年 8月
18 岡山大学構内損跡調杏研究年報 8 1990年 F/F 991年 12月

津島岡大遺P4(3 Ff山 大学椅内遺PIN発掘調査報告第 511 992FF 3 テ|

岡 日大学埋蔵文化財調査研究セ ンター報第 7号 992年 3月
21 rR山 大学稚沐l il勧 調ヽ杏研ケ年報9 1991年 彦 992年 12月

22 岡止1大学埋蔵文化財調査,F究 センター報第 8号 992FF 8月

IH山 大学lT蔵 文化財訓企研究センター報第9号 993年 3月
肺 円掛跡 3 同止1大学構内消 J71ヽ

/_N編調呑報告第 6冊 993年 3月
岡HI大 学構内遣跡調査研究年報10 1992年 度 993年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究 セ ンター報第10号 993年 11月

27 津島同大呂跡 4 岡日I大学構内掛跡泰編調本報告縮 7冊 994年 3月
岡山大学埋蔵文化只イrl査研究センター報第H号 994年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究セ ンター報第12号 994年 10月

lll山 大学積内揖 Flや 調杏研 7‐t年 報 11 1993年 庁 995年 2月

1 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第13号 995年 3月

lT脇岡大遺跡5 岡山大学格内遺跡発掘調査報告第8冊 995年 3月
岡止 犬年簡内j,跡調杏石,F升 年穀 12 1994年 庁 995年 12月

34 岡 1大学埋蔵文化財調査711先センター報第14号 995年 10月

■‐腸岡大遺跡 6 岡山大学桁内遺跡発掘調査報告第 9冊 995年 12月

津島岡 人j昔 跡 7 F山 大―r枇 ド諧 跡芥編謝答報告 第10冊 996年 2月
37 岡山大学埋蔵 文化財 P4「l査研究センター報第15号 996年 3月

lcl山 大学格内遺跡調査研究年報 13 1995年 度 996年 10月

岡止1大学埋蔵文イヒ財調呑研升セ ンター報第16号 996年 10月

鹿 LI遺 fllN 4 岡山大学 l■l内 造跡発掘調査報告第11佃 997年 3月
4] i辛にち岡大遺Fl(8 岡止1大学簡内遺跡発掘調合報告 第12冊 997年 3月

岡 L大学 llP蔵 芝イヒ財調春研究セ ンターキ脱第17号 997年 3月
岡山大学埋蔵文化財調介俳究センター報第18号 997年 9月

44 岡山大学椎内遺跡 BFl査研究年報 14 1996年 度 1997年 11月

4 今、よみがえる古代 阿ば1大学埋蔵文化朗調査研究センターの10年 1997年 11月

津島岡大追跡 9 岡山大学構内追跡発掘調査報告第13冊 1997年 12月

47 津 にと岡大遺跡10 岡 II大学構 内遺勘発ヽ掘調今卒R作 第14冊 1998年 3月
岡山大学 jlP蔵 支イヒ貝オ調呑石丼究セ ンター親 第19弓 1998年 3月
同山大学埋蔵文化財訓杢研究センター報第20号 1998年 10月

岡山大学 fr内 遺跡調介研究年報 15 1997年 度 1999年 1月

51 岡日大学 JIP蔵支イヒ財調合,F升セ ンター報第21号 1999年 3月
52 同LJ大学埋 I・k文 化摂イ調査研究センター報第22号 999年 9月

岡山大学桁内遺跡調介研究年報  16 1998年 度 2000年 1月

ll山 大学 jEI・ 蔵笠ィ監財調苓石汗ケ セ ンター報第2a号 2000年 3月
55 福呂遺跡 I 岡 日大学構内過跡発lrt調 査報告第15冊| 2000年 3月

岡山大学悔内遺跡調査研究年報  17 1999年 度 2000年 8月

57 岡山大学埋蔵 文イk団 調春石汗牛セ ンター報錠24丹 2000年 9月
岡II大学埋蔵文化財調杢研究センター自己評価 外部評価報告書 2000年 12月

岡 II大学埋蔵文化財「Jl査研究セ ンター報第35号 2001年 3月

l・
rl山 大学埋蔵支イヒ財 J・l杏石,F介 セ ンター報第26身 2001年 8月
岡山大学櫛内選跡調査研究年報 18 2000年 度 2001年 10月

岡 II大学埋蔵 文化財調査研究セ ンター報第27号 2002年 3月

frl山 大学埋蔵支イヒE4訓 杏研升センター報第28号 2002年 9月

津島岡大造跡11 岡は大学構内道跡発掘訓査報告第16111 2003年 3月

津腸岡大遺跡12 岡山大学構内 j二跡発掘調否 i「k告第17冊 2003年 3月
岡山大学埋歳 文イ監財調杏研升セ ンターれ蓼2001 2003年 3月
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図46 2001年 度までの調査地点 (1)津島地区 (縮尺 1/4,000)
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図47 2001年 度までの調査 (2)鹿 田地区 (縮尺 1/2,500)

-77-



｀`
、メ

∂

>みだ

駕

―

吻
発掘調査地点

0                                1c

図48 1998年 度までの調査地点 三朝地区 (縮尺 1/2,500)
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